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1 ．問題 の 所在 と 研究 の 課 題

　 平成 11 年 3 月 の 『高等学校学習指導要領 』

改訂 の 柱 の
一

つ に ，「学校設 定教科」 「学校設 定

科 目」 （以後 ，合わ せ て 「学校設定教科 ・
科 目」

と表記 ）の 設置 が あ る。そ の 設 置 は，従前 の 「そ

の 他特 に必 要 な教科」 「そ の 他 の 科 目」 （「そ の 他

の 教科 ・科 目 」 と表記）を継承する と同時 に ，

そ れ ま で 学校設 置者の 権限 で あ っ た ，教科 ・科

目の 名称，目標，内容，単位数等 の 決 定を各学

校に 委ね る と い う意味をも っ て い た 。「学校設 定

教科 ・科 目」 は ，『指導要領』の移行措置 に よ り

平成 12 年度か ら実施され る に 至 っ た の で ある

が ，本報 告は，こ の 実施 に ほ ど近 い 時 点 （平成

14 年度）に お い て ，「学校設 定教科 ・科 目」 を

設 置 し て い る学科を対象と し た 調 査 の 結果 か ら，

設 置 の 状 況 を概観 す ると同時 に，そ の 堅実 な運

営 をめ ざす取組 みに焦点 を当 て ，設置 の 在 り方

との 関連 を探 る こ と で ，「学校設 定教科 ・科 目」

の 今後 の 可能性 を探ろ うとい うもの で あ る。

　 改 め て 厂学校 設定教科 ・科 目 」 の 設置 ・運営

に 関 わ る特徴 を記 し て お けば ， 以 下 の 通 りで あ

る。

  設 置す るか 否 か は学校 の 裁量 に 任 され て お り，

　設 置 にあた っ て は ， 学校 の 意 向 が 強 く反映す

　 る。

  高等学校 の カ リキ ュ ラ ム は 学科 単位 で 構 成 さ

　れ て お り，
「学校設 定教科 ・科 目」 の 設置に あ

　 た っ て は学校 の意向と同時 に各学科の 意向も

　強 く 反 映 する。換言すれ ば，学科 ご と に ，あ

　る い は 同 じ学科 で も学校 に よ っ て ， 科 目の 数

　 も内容 も位 置 づ けも異な る こ とが予想 され る。

  い ずれ に し て も，「学校設定教科 ・科 目」 の 設

　置にお い て は ， 学校 （学科 ） の 意向が大 きな

　意味 を もち，教科 ・科 目に込め る 「ね らい 」

　 と ，学校 （学科 ） と し て 「ね らい 」 を 込 めた

　教科 ・科 目を取 り立 て て 設置する 「意図」 が

　 問 われ て くる。

  「学校 設定教科 ・科 目i を設 置 し た場合，そ

　 の 運 営 につ い て も学校 （学科 ） に多 くの 部分

　が委ね られ る。学校 と し て ，学科 の 特性 を踏

　ま え，設 置 の ね らい
・意図 の 実現 を 目指 す堅

　実な運 営が 求 め ら れ る。

  堅実な運営 の た め の 取組 みは，「学校設 定教

　科 ・科 目 」 の 特性か ら，次の よ うなも の で あ

　る と考え ら れ る。

1 あ る 程度の 数 の 設置／従来 の 教科 ・科 目の 枠 を l

i超え た 内 容の 設 定／ カ リキ ・z ラ ム と し て の 充 実 i

iを図っ て い くための 努カ
ー

た とえ ば，テ キ ス トi
i の 指定 ・作成，授業経験の 蓄積 ・評価 な ど

一
／ i

l 生徒や保護者 に 対す る 責任あ る説 明 ／担当者　 l

i　 （教員）の 適切な配置，力量，組織化 （実施 の i
l た め の 体制づ くり ）　　　　　　　　　　　 1

　 こ の よ うに ，「学校設 定教科 ・科 目」 の 設置 ・

運営 には，と りわ け着 目して お くべ き幾 つ か の

特徴 が 存在 して い る。果 た して 発 足時にお い て

こ う した 特徴 は，ど の よ うに 関連 し合 い ，「学校

設定教科 ・科 目」 の 実施 を方向 づ け て い っ た の

か 。
「学校 設定教科 ・科 目」 がそ の 主 旨に 沿 っ て

堅 実に 運 営され る た め の 取組み は ど こ に 淵 源 を

もち，そ の 実際 には どの よ うなイ ン プ リケ
ー

シ

ョ ン が あ る の か。

　本報告 は ，
こ の よ うな 問題 意識 の もとに ，次

の 点 を明 らか に しよ うとい うも の で あ る。

（1）「学校 設定教科 ・科 目 」 の 設 置の概況 お よ び

　設置の 「ね らい 」 と 「意図」

（2）「堅 実な運営 の ため の 取組 み 」 の 実際 と，そ

　の 背景。と りわ け ，設 置 の 「ね ら い 」 「意図 」

　との 関連性

　なお ，本報告の もとに なっ た 調 査 の 概要 は，

以下 の 通 りで あ る。

i＊ 調 査票 配布 対 象 ：全 国 24 の 県 ・政令指定都市 に i
i　　 お い て 平成 14年度 に 「学校設 定教科 ・科 目封

i　　 を設 置 し て い た 学校，488 校 （全 国 の 都 道府 　l

l　　 県
・
政令指定都市 の 各教育委員会 に対 す る調 l

i　 査 よ り設 置校 を リス トア ッ プ。それ をも とに ，i

i ま ず 謝 象 とす る 県 e市 を選 定 さ らにそ の i
i　　 中 か ら，無作 為 に 学校 を抽 出。当該 の 学校 に 　l

i　　 お い て 最も多 くの 「学校設 定教科 ・科 目」 を　；

1　 設 置 し て い る 学科 を 対 象 に 回答 を依 頼 ）　　 i
i＊ 有効回 答学科 ： 302 学科 （学 校ベ ース の 有効　 l

l　　 回 答率 ： 61．9％）　　　　　　　　　　　　 l

i＊調 査 の 方法 ： 郵送法 　　　　　　　　　　　　l

i＊調 査 の 期間 ：平 成 15年 1 月 下 旬 〜2 月 中旬　　1
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※ 本報 告は，平成 13〜14 年度科 学研 究費 補助金 　 基 盤研

　究（C ）課 題番号 13610276 「高等 学校 に お け る 『学校 設定

　教科 ・科 目』設 置の 意図 ・成果 ・課 題 に 関す る実証 研究」

　 （研 究代 表者 ： 飯 田 浩之 ）の 成果 に 基 づ い て い る 。

2 ．「学校設定教科 ・科目」 の 設置

（1）設 置 の 概況

　調 査で把握 した 「学校設 定教科 ・科 目」 設置

の 状況 は ，以下 の 通 り で あ る。

  1 学科 当 た りの 科 目設 置数 は，平均が 132

　科 目。ただ， 1 科 目の み設置 し て い る学科か

　 ら 100 科 目近 く設置 し て い る学科ま で 幅が広

　 い 。中央値 が 7．4 科 目で あ り， 55．7％ の 学科

　は，10 科 目未満 の 設置で あ る。

  学科別 で は ，総合学科に お い て 設置科 目数が

　多 い （平 均 ：36．9 科 目／中央値 ：34．0 科 目）。

　次 い で 設置 科 目数が多 い の は ，普通科 （平均 ：

　13．1 科 目／中央値 ： 8．5 科 目） で あ り，専門

　学 科 にお ける設 置科 目数 は 相 対 的に少 な い

　 （平均 ： 7．7 科 目／中央値 ： 4．9 科 目）。

  当該学科 の カ リキ ュ ラ ム と の 関係 で は ， それ

　 を 「発展 ・展開 させ る位 置 」 に 設置 した学科

　 が 35，4％，「補 充 ・補 完す る 位置 」 に 設 置 し

　た学科が 29 ．5°

／・，「中核的な位置」 に 設 置 し

　た学科が 25．8％ とな っ て お り，若 干 の差は あ

　 るも の の 3 者と もほ ぼ 同 じ で あ る。厂中核的な

　位置 」 に設 置 した学科 が 目立 っ て い る の は，

　 専門学科。逆 にそ うした学科 が少な い の が総

　合学科 。 位置づ けが分か れ て い る の が普通科 。

  「学校設定 教科 ・科 目」 の な か で 厂必修 」 と

　 して 生徒に 課 され て い る科 目 の 割 合 は ，全体

　 の 平 均 が 15．5％。専 門学科 で 平均 が 高 く

　 （28．4％），総合学科で 低 い （3．6％）。

  「そ の 他 の 教科 ・科 目」 か ら引き継 い で設置

　 して い る学科の 割合は，82．5％。「そ の 他の 教

　科 ・科 目」 と の 連続性が 強 い 設 置状況。

（2）設置 の 「ねらい 」 と 厂意図 」

  設置 の 「ね らい 」 に関す る質 問 14 項 目に対

　する 回 答 （重視 して い る程度） を因子 分析 し

　た 結果 は ，表 一1 の 通 り。設 置 の 「ね ら い 」

　 の 基軸は ，生 徒の 「学習領域 の 拡大 1 「就職 ・

　資格取得 へ の 対応 」 「高等教育進 学 へ の 対応 」

　 「基 礎学力 の 育成」 の 4 っ 。学科 に よ り，「ね

　 らい 」 に も特徴 （表一2 ）。「学習領域の 拡大」

　 「基礎学力の 育成」 を ね ら い とする傾向は ，

　総合学科 に 顕著。「就職 ・資格 取得 へ の 対 応 」

　をね らい とする傾向は ，専門学科。「高等教育

　 へ の 対応」 をね らい とす る傾 向 は ，学科に よ

　 る差 が ほ とん どない 。

表 一1　 学校 設 定 ・教科 科 目　 設 置 の ね らい の 基軸

　　　　　　（因子 分析結 果 ／ 全体）

第 1 因子 第 2 因 子 第 3 因 子 第 4 因子

学習 領域

の 拡 大

就職
・
資

格取得
へ

の 対応

高等教 膏

進学への

対応

基礎 学力

の 育成

生徒 に，社会 で問題 とな っ て い る こ とを考え させ る

こと
DO53 0

主比 F，地域 の層と ‘ 学 ぱせ．地 域 の 問題 を考 えさ

せ る こ と

r 「800059
生徒

“
自分自身　生　方　存　ナ 　ン 　させ　　と

匿
2120

生徒 に ，桂会 丿 レールや マナ
ー

を身につけさせ る こ

と

「F7
03

「

生 徒 に 広 い 祖野 を持 た せ 、豊 か な 教養 を身 に っけ さ

せ る； と

．

土徒 ，u趣味や特技を深 め さ せ た り，そ の 幅を 広 め さ

せた りする こ と
03820 ．［65 冖

生徒 に ，喪格 を取得 させ た り，横 定に合 格させ る こ

と　　　　　　　　　　　　　尸
0

’
即

上徒 L 就職後 に役 立つ技 術や技能 を身に つけ させ る

こ と

『
1 9

匿
138

技能審 査 の 成果や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動を単佇 化 と し て

認 疋 　，生徒
▼
多楳な形 態 の 学習 機会 を与え る 二 と

50
　冂

生徒
1、通常 の 教科　科目を超 べ て ，より専門的

発展的 に 学盟 させ る こ と
3D180

「冂．
　 o．165 ・00 うO

生徒に 高等教育 〔大学等 ｝へつ ながる学 閙的 内容 を

学習 させる こ と
063

生徒 1 大
幽

辱へ進　 て　　 た ナ　 羊ノを つ け させ る

こと
oDO0 、671D 、D臼2

大学等 k 辿学 し ょ し 生 徒 i一適 した 学習内 容を提供 す

る 二 と
じ 234D22 0780

高梳教育に つ い て い けな レ 土徒｝ 基礎削　 学　を つ

け させ る こ と
370 ．D190580

寄与率 〔％｝ 15512 、510 ．510 、0
注〉主 因イ

．
法／
！く

リマツ ク ス 回転

表一2　 設置 の ね ら い 　因 子 得点平 均 （学科別 ）

第 1 困 子 第 2因子 窮 3 因子 第 4 顕子

学習領域 の 拡大
就駿 ・資格取得
　 への 対応

高導教育進学

　への 対応
基礎学力 の 育成

平均 漂 準億差 平均 標準傭差　平均 標準偏差　平均 標準 鯒兼

普通科 （N　 2 ｝ o 跚 DDO 06

oD o 肥 脳専門学 科

総合学 科

（N一鹽29）

（N＝32｝ 為 監79

  設置 の 「意図 」 に 関する質問 11 項 目 に 対す

　る 回 答 （意 図 して い る程度）を因子分 析 し た

　結果 は ， 表
一 3 の 通 り。「意図 」 に関 し て は ，

　 「学 科 の ア ピー
ル 」「生徒 の 実態 へ の 対応 」厂指

　導体 制 の 強化 」 の 3 つ の 基軸が 析 出。学科 に

　よ る特色 を 示 して お くと （表 一4 ），
「学校設

　定教科 ・科 目 」 で も っ て 「学科の ア ピー
ル 」

　を 行 お う と し て い る傾 向 が 強 い の が専門学科 。

　 「総合学科」 の 場合 ，
「生徒 の 実態 へ の 対応 」

　を意図する傾向に あ る。「指導体制の 強化」 と

　 い う 「意図 」 に 関 して は ，普通科 も専門学科

　も総 合学科 も同様 の 傾向 にある。

表 一3　 学 校 設 定 ・教 科 科 目　 設 置 の 意 図 の 基 軸

　 　 　 　 　 （因 子 分 析 結 果 ／ 全 体 ）

第 重因子 第 2因子 第 3因子

学科 の

ア ピール

生徒 の 実態

への対応

指導体 制 の

強 化

入 摘
L
望者 　 ふ 　　　

士
願倍率を高　 　

一 【
68

教育踝程 の 特色を校外　 广　　 　　
一

　 す 　 噛とi
地域　保 護者 の 期待　 要望　応兀る教 育を提供 ザ

学科や コースの 特色を よ り明砲化す るこ と

進　町 就職 の 翼紹を向 十　 せ 　　と 一
教育課 程編成に おけ　学校の 」体性を高　 る こ と

4

匿
牛徒 の 実態　厂　　教 育を提供す る こ と

生 徒 の 個性 を 重視 し た 教育 を 捷供 す る こ と　　　　　　　　　　　　　　尸
ま徒 の 学習意欲　高　 る　 と 683

教員 間の協力
・
協働 を促遊す　　 と 80 8

教員 に 教材研究や授叢実践の 力量を つ け させ る こ と 88 697

寄与串 〔％） 17．9M ．613 、7
注〕主 因子広／パリマ ツク ス 回転
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表 一4 　 設 置 の 意図 　因 子 得点平 均 （学科別）

第 1因子 第2 因子 第 3因子

学科 の ア ビ
ー

ル
生徒 の 実態 への

　 　 対応
指導体制の 強 化

平 均　 標準 偏差 平均 標 準偏差 平均 標準偏 差

普 通科 （N＝127） ・0，1940 ．8650 ，0740 ．884 一
〇．0830 ．964

専 門学科 （N ＝131） 0．2090 ．826 ．0．106O ．7440 ，0720 ．875
総 合学科 （N＝34） ・0．0800 ．7460 ．1340 ．8300 ．0320 ．862

3 ．「学校設定教科 ・科 目」 の 運 営

　先に 示 した よ うに ， 学校設定教 科 ・科 目の 運

営上 の ポイ ン トは，以下 の 通 りであ る。

  従来の 教科 ・科 目の 枠を越 えた内容 を設 定す

　る こ と

  生徒 の 個別 の ニ
ーズ に対応すべ く，柔軟に ，

　か っ 幅広 く設 置す る こ と

  学習指導要領 に規定 され な い が ゆえに，カ リ

　 キ ュ ラ ム と し て の 充実 を図 る 必 要が あ る こ と

  各学校が独 自に 設置す る も の で あるた め ， 生

　徒や保護者に対 して 説 明責任 を果たす必要 が

　 あ る こ と

  社会人講師を含め た 担 当者の決定や配置など，

　実施 の 体制づ く りが 必 要な こ と

　 これ らは ，各学校に お い て学校設定教科 ・科

目を
一

過性の も の と して で は なく，継続 し たも

の に して い くため の 堅実な運営 を目指す取組み ，

い わば基礎固め で あ る とい え る 。

（1）学校設定教科 ・科 目の 堅実な運営を目指す取

　組 み

　上記 の ポイ ン トを考慮 しつ つ ，実際の 学校設

定教科 ・科 目の 運 営に お い て ど の よ うな取組み

が な され て い る の か を，単純集計 の 結果 か ら整

理す ると，以下 の 通 りで あ る。

  従 来 の 教科 ・科 目の 枠を越え た 内容を含ませ

　た り，独 自の テ キ ス トを作成 ・使用 した りす

　るな ど ， 学校設 定教科 ・科 目に特徴的な運営

　 の 取組 みが多 くな され て い る。また，新 しい

　教科 ・科目で あるが ゆえ に ，授業の 進め方等

　につ い て生徒に説明 して い る学校が 多い 。

  実施体制 の 面 で は ， 外部 講師に頼らず ， 常勤

　の教員で 対応 で き る範囲内 で教科 ・科 目を設

　定す る傾 向が ある。

  学校設 定教科 ・科 目の 設 定の 仕 方 （設置数，

　履修方 法）や ， カ リキ ュ ラ ム の 充実 の た め の

　取組み （記録 の 蓄積 や評価 ） とい う点で は，

　試行錯誤 の 段階 に あ る。

　学科別 に取組み の 状 況 をみた と こ ろ，次 の こ

とが読み 取れ た。

  総合学科で は ，設 置数 や 内容 の 点 で ，積極的

　な取組 み が 見 られ た。また，こ の こ と に起因

　 し て ，学校外 の 講師を活用 する傾向 もあ っ た。

　 さ らに は独 自の テ キ ス トの 作成 ・使用 や授業

　記録 の 蓄積等の 努力 も行 っ て い た 。

一
方 で ，

　教科 ・科 目の 設置数が多い た めか，生 徒に よ

　 る評価 や教員 間 で の 反省 ・検討に ま で 手が 回

　 っ て い ない こ とが窺えた 。

  他 方，専門学科で は ，教員同士 の 反省や 検討，

　 ある い は生徒 による評価が 行わ れ る傾向が見

　 て 取れ た。

  普通科 で は，生徒や保護者に 対する説明が積

　極的 に行 われ て い た。 こ れは，普通教科以外

　の 教科 ・科 目の 存在が 総合学科や専門学科で

　は 前提 とな っ て い る の に 対 し，普通科で は設

　置教科 ・科 目が 固定的に 捉え られる傾向に あ

　 り，学校設 定教科 ・科目の よ うな新たな教科 ・

　科 目が 設 置 され た 場合に は ，そ の 位置 づ け が

　分 か りに く く，説明 を必要 とす る た め で ある

　 と推 察 された。

（2）学校設 定教科 ・科 目の 堅実 な運 営 を 目指す取

　組み を規定す る もの

　学校 設 定教科 ・科 目 の 運営 の 取 組 み を規定す

る要因は何か 。 何に動機づ け られ て ， 堅実 な運

営を 目指す取組み が行われ て い る の か。

　本 報告で は ，堅実な運 営を 目指す取組み を従

属変数 （被説明変数） と し， それ を規定 して い

る と思われ る要因を独 立変数 （説 明変数） とす

る重回帰分析 を行 うこ と で ，こ の 点を明らか に

する。

　従属変数に つ い て説明を加 え て お くと，分析

で 取 り上 げた の は，堅実な運営を 目指す取組み

に関す る質問 （当日配布の 「資料 」 参照）の う

ち，  カ リキ ュ ラ ム の 柔軟化，  カ リキ ュ ラ ム

の 充 実 ，  生徒や保護者 へ の 説明 責任に関する

8 つ の 項 目で も っ て構成 し た合成変数で あ る。

なお ，担当者 （教員） の 問題や指導体制 に つ い

て は ，教科 ・科 目の 運営に際 して 見逃せ な い 点

で あるが ，こ の 点に つ い て は議論 の 分か れる と

こ ろ で もあ り ， 関連す る項 目は合 成変数 の 作成

か ら除外 した。さらに，学校設定 教科 ・科 目の

履 修 の 仕方 （必修 ・選択 の 別， コ
ー

ス ・類型 の

枠 を越 えた履修 の 可否） に つ い て も，望 ま しい

在 り方 を
一

っ に限 る こ とが で きな い と こ ろか ら，

関連す る項 目は変数 の な か に含めな い こ とに し

た
。

　独 立変数 に つ い ては ， まずは，学校 ・学科の

特性 に 着 目 し て モ デル を構 成 した （図
一 1 ／ モ

デ ル 1 ）。 次に ，設置 の 「ね らい 」 （前項で 行 っ

た因子 分析に よる 4 つ の 因子 の 因子得点 を変量
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と し て使用） を含み込 んだ モ デル （モ デル 2 ）

と，それ に 「意図 」 （同 ， 3 つ の 因子 の 因子得点

を使用）を加 えた モ デ ル （モ デ ル 3 ）を構 成 し

た。こ の よ うな構成 を行 っ た の は ，学校設定教

科 ・科 目は そ の名の 通 り，各 「学校」 が 「設定」

する もの で あ り，そ れ ゆえ に ，そ の 「設定」 を

行 う各学校 の 意向，すなわ ち，教科 ・科 目の 設

定 の 際 の 「ね ら い 」 や 「意図 」 が，そ の 取組み

方を規定す る要因 となり うる と考え た か らで あ

る 。

図
一1　 「学 校 設定 教 科 ・科 目 の 堅 実な 運 営を

　 目指す取り組 み 」 の 規定因分析の モ デル

モデル 1

「ね らい 」 よ りも 「意図 」 に ，
「取組 み 」

を規定 す る要因が 多 くあ る こ とが示 され

た 。 な か で も 「生徒の 実態 へ の 対応 」 で 最　 、

も偏回帰係数が高くな っ て お り，学校設定

教科 ・科 目の 堅 実な運営に 向けた取組み は ，

現実 の 生徒 の ニ
ーズ へ の 対応 に 動 機づ け

られ て い る こ とが示唆 された。

表一5　 「学校設定教科 ・科 目の 堅寞な運営を

　　 　 　 目指す取 り組み 」 の 規定 因

【暮 立蛮数 〔脱 明変敗）】

（背 景要因 〉

・
設置科 目数・学科

・コース制 の 有 無

　 「その他教科
・
科 目亅 の 設置歴・

幣勤教員数 〔学校規損｝

・大学 ・短大進学串

モ デル 2

【狛 立賓数 〔脱明変 敷）】
〈背景疑因〉

　 　 　 十

【捉属変駮 〔目的度駮〕1
（載科

・
科 目の堅実な運営 を目据す 取 り組み〉

  カ リ キ ュラ ム の 柔軟化

　 〔股 置 の 多さ．従来 の 敬科
・科 目 の 枠 を

　 齠 えた内容 1
  カリキュラ ム の充突

　 〔独 自 の テ キ ス トの 作成 ・使用，授榮
　 記録 の 蓄積、教員同土 の 反省 ・検討 ．
　 生徒による授業評価｝

  生徒
・
保謨者への 説明貴任

　 〔保湿 者 への 説 明 ．生徒
への 脱 明）

モ デ ル 1 モ デ ル 2 モ デ ル 3

  置247 困＝23a 置229
標

偏回 傭回　係数 偏回　保数

設 置 科 目 数 q2L5 　韓 o．IL9ou 匸

学科 （専 閂 学科〕　　　　　　　　　　門 DQ980080 　 0038「
学 科 （緯 合 学 科 1 」0．067 齟O．033 ．00 肪

背　景

要　 因
コース制 僂 施｝ oo32GO36 ．o．Gll
「そ の 他馼科

・
科 目亅 殴置歴 〔あり｝

・DD14 ・D．0070051
常助敬員数 003000470 ．062尸
大学

・
短大逸学率

・o．10D1 ）o魄 ・D．α97
学習 領 域 の 拡 大 　 　 D360 …−一 0224 紳寧
就臓 ・賢格 取 得への 対応 o．129oon設置 の 瞭 の

「ね らい 」

　 の 基紬 高等教育進掌
への 対応 0、116 ・DD42

基 礎学力育旗 O．074 《｝ 040

学科 の ア ピール 　 　 0．229 僻ホmn“囹一｝｝．．一．股置 の 際 の

「意図 亅 の

　 基軸

生 徒の輿驫
への対応 　 D．田 7 寧樽一｝｝r−．1冂．．−

脂導体制の強化 0232事稗
モデル興計 修正済 R2 乗値 0．Ol5 　 　 　 　 　 0 且90Da25

〈設置の 瞭の 「ね ら い 」 の 甚軸〉

　 学習領 域の拡大

　 就職 　資格取得
への 対応

　 高等教育進学への 対応
　 基礎学力の 育成

【従属直数 （目的蛮敗）1
（教科　科目 の 堅実な運営萱目指す融 り偲 み 〉

注〕蛮数 〔　 ） 内，ダ ミーの 数値を充当皀
pcO ．G5 　

HPdi．01 　
會曹・｛0．001

モデル 3

【独立変鐘 〔脱 明賓数｝ 1
（背景要因 〉

〈設置 の際 の 「ね ら い t の晶軸 〉

　 　 　 十

（骰置の瞭の 「慧図 亅 の晶軸 〉

　 学科 の ア ピール

　 生徒 の 実態 の^ 対応

　 揃導体制 の 強化

【従属変数 〔目的度数｝】

〈戦科　科 目の堅突な運営を 目指す取 り組み 〉

　分析の 結果は以 下 の 通 りで あ る （表
一5 ）。

モ デ ル 1 ：唯
一

，
「設置科 目数」 に お い て 偏回帰

　　係数が大きく，そ の 規定力に強 さが見 て 取

　　れ た。そ の ほか の 学校 ・学科 の 特性 は ， 規

　　定力に乏 し か っ た。

モ デル 2 ： モ デル 1 よ りも R2 乗値 が大き くな

　 　 っ て お り，学校設 定教科 ・科 目設 置 の 際 の

　　 「ね らい 」 が 「取組 み 」 を規定 して い る こ

　　とが 示 唆 された。な か で も 「学習領 域 の 拡

　　大 」 の 偏 回帰係数 が有意に大 き く ， 設置の

　　際に 「学習領 域 の 拡大 」 を 「ね らい 」 と し

　 　た こ とが ，堅実 な運営 の 取組 み に 大 き く関

　　わ っ て い る こ とが見て 取れ た 。

モ デ ル 3 ； モ デ ル 2 よりも R2 乗値が上昇 し，

　　設 置 の 際 の 「意図 」 が さ らに 重要 で あ る こ

　　とが窺えた。設 置 の 際の 「意 図」 に関す る

　　 3 つ の 変数 に あ っ て は ，そ の す べ て に お い

　　て 偏 回 帰係 数 が 有 意 に 大 き く ， そ の 点 で

（3）結論

　以 上，分析 の 結果か ら学校設定教科 ・科 目の

運 営に つ い て 指摘で きるの は 次の こ と で ある。

学校 設 定教科 ・科 目を堅実に運 営す るた め の 取

組 み は ， 設 置 の 際 の 「ね らい ユ よ りも 「意 図 」，

特 に 「生徒 の 実態 へ の 対応 」 とい う動機 に よっ

て な され て い た 。 言い 換えれば ， 学校 設定教科 ・

科 目の 運営 は，理念 的 とい うよりは現実的 な要

因 に よ っ て 突き動 か され て い た。こ の よ うな 「現

実 へ の対応」 とい う動機に よ っ て 運営され る こ

と は ，ともすれば学校設定教科 ・科 目が対処療

法 的 で
， そ の 場限 りの もの に な る と い う危険性

をは らん で い るもの と思 われ た 。 そ の 点 で ，「理

念 」 を体現す る教科 ・科 目 の 「ね らい 」 とそ の

具体的な姿で あ る教科 ・科 目 の 「内実 」 が，実

践 的 にも，また，今 回 の 分析 で は踏み込む こ と

が で きな か っ た と い う点 で 研 究的 に も，改 め て

問われ て い る 。
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